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参考１ 

◎ 



第５回選定に係る公募手順の見直しについて

募集時にグランプリ・特別賞の選定方法を
示していなかったため、応募のための情報
が不足していた。

第１回有識者懇談会において、グランプリ・
特別賞の選定方法を決定し、それを明示して
募集を行う。

【これまで】 【第５回選定での見直し内容】

交流会の実施、選定地区が参加するマル
シェの開催、国内外の展示会への出展、選
定による効果等、応募者のインセンティブ
となる情報発信が不十分であったため、応
募者の関心が得られにくい状況であった。

交流会、選定地区によるマルシェや展示会に
おける情報発信等の状況、選定による効果や
横展開への波及状況等のアンケート調査結果、
選定等の情報を募集時に発信する。

募集用WEBページが整備されていなかっ
たため、募集に関する情報が伝わりにくい
状況であった。

「ディスカバー農山漁村の宝」WEBページを
整備し、募集情報へのアクセスの明確化を行
う。

他薦を受けた地区は、自薦地区と同様の応
募書類を作成していたため、応募期間中に
応募書類の作成が間に合わない事例があっ
た。

他薦者が他薦をする地区の了解を得て、応募
書類を作成し、直接応募できるようにする。

応募書類のCD-Rを郵送しなければならな
かったため、応募に手間がかかった。

Web上での応募を受け付ける等、応募方法の
簡素化を行う。

参考２



平成29年度における取組について①

 「ディスカバー農山漁村の宝」やその選定地区の知名度を向上させるとともに、横展開を推進し、農山漁村の活性化の取組
を一層推進するため、国内外の展示会への出展、シンポジウムやマルシェの開催、各種メディア、民間との連携による選定
地区の情報発信を実施。

参考３

 海外展示会への出展
2018年３月17日、18日に中華人民共和国の大連市において開

催された日本の文化、商品、観光等の発信を目的とした「大連ジャ
パンブランド」に、第４回選定のグランプリ地区を中心とした
「ディスカバー農山漁村の宝」の展示ブースを設け、海外において
「ディスカバー農山漁村の宝」のPRを実施。

 国内展示会への出展
2017年９月に東京ビックサイトにおいて開催された「ツーリズ

ムEXPOジャパン2017」への選定地区の出展を支援。
一般へのPRの機会に加え、選定地区と旅行業者との商談の機会

を設けた。その結果、ツアーの造成・催行などの成果にもつながっ
た。

また、毎年11月にサンシャインシティにおいて開催される農林
水産祭（実りのフェスティバル）において、選定地区の取組や動画
等を展示。一般消費者等への「ディスカバー農山漁村の宝」及び選
定地区の知名度の向上を図った。

「ディスカバー農山漁村の宝」の
ブースの様子

ステージ上でのグランプリ地区の
PRの様子

「ディスカバー農山漁村の宝」の
ブースの様子 商談会の様子

「ディスカバー農山漁村の宝」の
PR動画の放映

来客者自身のSNS投稿による
情報発信を促す取組の実施

「ディスカバー農山漁村の宝」の
ブースの様子
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 シンポジウムの開催
2017年６月に熊本市において、横展開及び「ディスカバー農山

漁村の宝」に関する情報発信のための、シンポジウムを開催し、選
定地区６地区による取組発表やパネルディスカッションを実施。

会場の様子 パネルディスカッションの様子

 マルシェの開催
熊本におけるシンポジウムや選定証授与式・交流会の開催に合わ

せ、「ディスカバー農山漁村の宝」及び選定地区について広く情報
発信するための選定地区によるマルシェを開催。
選定地区の商品や取組紹介のほか、交流会の動画も放映しPRを

実施。

熊本市でのマルシェの様子
（交流会の動画の放映）

交流会後のマルシェの様子
（東京日本橋タワー前ブース全景）

 地方農政局等版ディスカバー農山漁村の宝の選定
有識者懇談会による選定された地区以外にも、優れた事例がある

ことから、平成29年度は、地方農政局等においても地方版「ディ
スカバー農山漁村の宝」を選定。
全都道府県から合計83地区を選定し、各地方農政局等より活動

内容の発信等を行ったことにより、地元メディアに取り上げられる
など、各地域での「ディスカバー農山漁村の宝」の知名度向上にも
貢献。

ブロック 選定地区数
北海道 ６
東 北 １０
関 東 １２
北 陸 １４
東 海 ７
近 畿 ６

中国四国 １７
九 州 １０
沖 縄 １
合 計 ８３

ブロック別地方版「ディスカバー
農山漁村の宝」選定地区数

選定証授与の様子
「恵庭農畜産物直売所かのな」

（北海道地区）

事例紹介例
「がんばりよるよ星野村」

（九州地区）

平成29年度における取組について②

- 2 -



 応募地区の情報発信
第４回選定に応募いただいた地区のうち、希望のあった636地区

について、農林水産省Ｗｅｂサイトにおいて紹介。

 各種メディア等による発信
農林水産省の広報等において、選定地区の情報を発信。加えて、

有識者懇談会委員の協力による雑誌等での情報発信も実施。
2017年7月には、BS放送による特集番組において５地区の取組

が放映。

このほか、 (株)よしもとプロダクツエンタテインメント（大阪
市）による「ディスカバー農山漁村の宝」選定地区の取り扱い産物
の販売等も実施。

BSフジによる特集番組の放映
ふるさと萩食品協同組合による
「萩の金太郎」を使った料理

農林水産省広報誌
（AFF）

での選定地区の紹介

海外展示会出展時に
放映した動画の

YouTube
（maff channel）

への掲載

応募地区についての事例紹介例

平成29年度における取組について③
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